株式会社 秋田魁新報社の事例紹介　　　　　（認定：１回目）
◆企業概要

　　　企業名　：　株式会社 秋田魁新報社（認定：１回目）
　　　代表者職氏名　：　代表取締役社長　小笠原 直樹
　　　所在地　：　秋田市
　　　業種　：　新聞業
　　　労働者数　：　２９０人


株式会社秋田魁新報社の事例紹介　　　　　　　（認定：2回目）

◆企業概要

企　 業 　名：株式会社秋田魁新報社
代表者職氏名：代表取締役社長　小笠原　直樹
所　 在　 地：秋田市

業　　　　種：新聞業

労 働 者 数 ：２７０人（男性２２３人　女性４７人）


株式会社秋田魁新報社　行動計画
１　計画期間　３年間（平成21年４月1日～平成2４年３月31日）

２　目標　

①　妊娠中や出産後の情報提供・相談窓口の設置
②　所定外労働削減のためのさらなる措置

③　妊娠中や出産後の女性社員の健康維持
　　  ④　配偶者の出産にともなう休暇取得の促進を図る
⑤　編集・営業部門からの男性育児休業取得を目指す
· 取組の内容

☆　男性社員が子供の出生時に特別休暇や育児休業を取得しやすいように、人事部から個別に取得を勧めるメールや取得した場合の収入面の情報提供を行い、さらには男性社員の所属部署への働きかけを行うなどきめ細かなサポートを行った結果、編集部門から２名、営業部門から２名の男性が育児休業を取得した。
☆　育児休業取得者向けの相談窓口の設置、出産・育児に関する支援制度利用のための「しおり」を作成した。

☆　母性保護のために助産師経験のある保健師を配置した相談窓口を設置した。




























株式会社 秋田魁新報社　行動計画


１．計画期間　平成１７年４月１日～平成２１年３月３１日


２．内　　容　（抜粋）


①　育児休業取得の促進を図る。


　　　　　　男性社員：1人以上


　　　　　　女性社員：取得率80％以上


　　　②　妊娠中・出産時における社内制度及び子の看護休暇制度を周知する。


　　　③　所定外労働削減のため、｢ノー残業デー｣を導入する。


④　社員及び家族のための親睦行事などを充実させる。


⑤　インターンシップなどを通じ、積極的に就業体験の機会を提供する。








行動計画取組結果（抜粋）


行動計画期間内に、ワークライフバランスセミナーを開催するとともに、実施内容を社報で


周知し男性の育児休業取得を呼びかけるなど育児休業取得の促進を図り、男性社員1人、出産した女性社員の100％が育児休業を取得した。


社内のパソコンネットワークを活用し、社員全員が現行の制度を常時閲覧できるようにする


など、制度の積極的な周知を行った。


定休消化･時短推進委員会を設置し、平成20年9月より毎週火曜日を｢ノー残業デー｣と定め、


所定外労働の削減を進めた。


④　家族などの職場見学を常時受け入れるとともに、レクリェーション行事として「家族スキー旅行」を実施した。


⑤　大学生を対象にしたインターンシップなどの受け入れ体制の充実を図り、行動計画期間内に43人の受講者を受け入れた。


























